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　Factor　 and 　cluster 　 ana1 弊 es　 were 　 appliod 　 to 車e　body　mcasuroments 　below　 thc 　 waiS 【匸inc　 o 卜

tained 　from　229　fヒmales 　aged 　18　to　2G
，
　to　classi 髄ed 　the　body　type 　from　thc　waist 　to　the　thigh ，　fbr

lhe　purpose 　o 『cvalua 【ing　the　skirt 　sllhouette 　in　wear ．

　By　means 　of 　Ward 　 and 　k−means 　method
，
　the 　subjects 　were 　cla3si 丘ed 　into　13　dus 鴕 rs 　according

to　the　1ゑctor 　scores ，　which 　were 　oh 重ained 　from　8　factors
，
　providing　 the 　information　of 　26　items．

These　 l3　 clustcrs 　were 　divided　into　s¢ vera 且sub −clu ／sters
，
　depcnding　 main 畳y　 on 　girths　of 【hc　body

from　the　waistllne 　to　the　thigh ：2clus【ers ｛for　the　persons　ofsmall 　size
，
8　for　thc　persons　of 　medium

size，3fbr　the 　persons　of 　large　size．　Thc　diI琵renc 』s　in　baIance　amQng 　bQdy　parts，　or 　those 　be。

tween　brcadth　and 　depth　or 　each 　parts，　bascd　on 　the　raw 　data　of 　these　clusters ，　were 　observed ，

even 　though 　the　waist 　girth　and ’or　the　hip　gir1h　were 　nearly 　the　same 　size．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Receivcd　August　7
，
1989）

Keywertlst 　cluster 　analysis 　 ク ラ ス タ ー分 析，　 factor　scores 　因 子得点 ，
　 body　 shapc 　below　thc

waistline 下半身形態，　 side 　linc　curve 脇線 の 弯曲，　 profile　of 　hips 側面か らみ た 腰 ・腹部 の 形状，
classification　類型化．

　1． 緒　　曾

　人 体 の 形 態 は複雑 な 曲面 を もつ 立 体で あ り，個 体 差 の

み られ る こ とか ら ， 衣赧着用時の シ ル エ
ッ トを客観的に

評価す る た め に は，身体 の 大きさ と同時に 形 態を 考慮 し

て 類型化を 行 うこ とが 必 要 と考 え られ る．こ の こ とは ，

体型 に 適合 した 美 しい シ ル エ
ッ トの 得 られ る衣服設計を

行 う立 場 か ら，ま た 既製服 を 選択す る 着用者 の 立 場 か ら

も要求 され る こ と と思 わ れ る．

　 こ れ ま で，身体 の 形態把握 につ い て は 多方面 か ら研究

がな さ れ て い る が，その 多くは 主成分分析 ・因子分析法

に よる もの で あ り ， 変量の もつ 情報を要約 す る た め に 役

立つ 資料は得られて い る．しか し，主成分 ・因子数 が多

い 場合に は体型分類が複雑 に なる こ とが予想される，客

観 的 な 評価 を 行 うた め に は 合理 的 な数，す なわ ち多 くの

情報が含 まれ た状態 で ，な る べ く少数個の 形態に 分類す

る こ とが 望 まれ る．その た め に は ，何 らか の 基 準で 分 類

す る こ との で きる ク ラ ス タ ー分析を用 い る こ とが有効と

考えられ る．

　 ク ラ ス タ ー分析を用 い た 報告と し て は ，大村 らに よ る

成長期男女の 肩部 ・頸部形態
1〕， 二 宮 らに よ る成人女子

の 体型 の 類型 化 P ，板倉 らに よ る 成 人 女子 の 体幹部 側面

形態 の 類 型 化 3｝，山 名 らに よ る シ ル エ
ッ トか らみ た 体型

の 類似性 O を と らえた も の があるが，主 と して 全身 また

は上半身 に 関す る もの で ，下半身形態に 重点を置か れた

も の は 少な い ．しか し，と くに ウ エ ス ト ラ イ ン か ら腰 部

へ か けて の 形態は ， 女子の 下半身用衣服で あ る ス カ ート

の シ ル エ ッ トに 重要な影響を 及 ぼす もの で ある．た と え

ば タ イ トス カートの よ うに 身体に フ 1 ッ トした も の で は
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表 1，被計測者の 身長 ・体重 ・胸囲

1984年度 （謄 ≡且28） 1988年度 （n ・＝　101） 全 　 体 （n＝229）
項　　 目

諺 S，D ， 一
置 S．D ， 一

3 S．D ．

身　長 （cm ）

体　重 （kg）
胸 　囲 （cm ）

15ア．89　　　　4，74

50．32　　　　4．99

82．02　　　　4，48

157，且8　　　　4．43

49．44　 　 4．46

e1．74　　　 3．91

157．57串寧　　4．62

49．94　　　　4，78

8且，90　　　　4，25

検 定 に は
，

日本 人 の 体 格 調査 報告 書 の 資料 （成人 女子 且9歳， 20〜24歳） を使 用 ．＃ p〈0．0且

体型線が外観に 現れ，ギ ャ ザ ース カ ート’フ レ ア
ース カ

ー
トの よ うに 裾 の 広が っ た もの で は，ウ エ ス ト と他の 部

位との 寸法差や横断形態が裾の 広が り角度や ギ ャ ザ ー・

フ レ ア
ー

の 入 り方
5，勺7冫

に 関係す る こ とか ら，ウエ ス トラ

イ ン よ り下方の 身体形態の 類型化を行う こ とも必 要 と思

わ れ る．

　 そ こ で，本研究で は ス カ
ー

ト着用時 の シ ル エ ッ ト と身

体形態 と の 関係を と ら え る た め の 基礎資料 を 得 る 目的 で，

若年女子を対象に ウエス トラ ィ ン よ り下方 の 身体計測を

行 い ，得られた 計測値をもとに まず因子分析法を用 い て ，

ウ エ ス トラ イ ン か ら大腿部へ か けて の 下半身 の 形態因子

を抽出
S，

した．本報 で は，こ れ ら抽出された 因子 に 対 し

て 各個人 の 因子得点を求め，こ の 得点 を データ として ク

ラ ス タ ー
分析を行 い

， 下半身形態 の 類型化を試みた の で

報告す る．

　2． 研究方法

　（D 資　 料

　資料 は 18〜20 歳の 広島市お よ び そ の 近郊に 在住す る

女子短大生 229名を対象とした，ウ エ ス トラ ィ ン よ り下

方 の身体計測値で あ る．身体計測は 1984年 5 〜6 月に

128名に つ い て 行い ，形態の 特徴9）

を と ら え た 上 で ，

1988年 9 月に さ らに 101名 を追加 した．両集団 の 身長 ・

体重 ・胸 囲 は ， 表 1 に 示 す とお り有意差 は 認め られなか

っ た ．また ，こ の 集団の 平均値を 同年代 の 全国平均10）と

比較す る と，有 意水 me　1％ で 身長 に 有意差が 認め られ，

身長が高い ．

　（2）計測項 目と計測方法

　身体計測値お よ び 計算項目の 平均値と標準偏差 は ， 表

2 に 示 す とお りで あ る．計測項目は ， 胴部・腹部 ・腰部 ・

大腿部に お け る周 径 ・横径 ・厚さ （大 腿部を除 く）項 目

と，前
・
後

・脇に お け る 床面 か ら ウ エ ス ト ラ イ ン ま で の

垂直距離 お よび 体表 に 沿 っ た長 さ （以下 ， 前床丈 ， 後床

丈，脇床丈と記す）で あ る．

　計測 は ，被計測者の 胴 の い ちば ん細 い とこ ろ に イ ン サ
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イ ドベ ル トを締め ， 自然に 落ち着い た位置を ウ エ ス トラ

イ ン と して 自然 な 立 位姿勢で ，マ ル チ ソ 式人 体 計 測 器 を

用 い て 行 っ た．方法は ，
No．1〜3 に つ い て は通産省工

業技術院の 「日本人の 体格調査報 告書
lo）

」，　 No ・　5〜7，

No．　9〜13 に っ い て は 日本規格協会 「衣料の た め の 身体

用 語 JIS　L　OIII−1983」に 準拠 し た ．た だ し ，
　 No ．4

，

No ・8，　No ・14〜！7 は 独自に 加えた 項 目で ある．　 No ．4 と

No ．8 は，正 面 か ら み て 左 ・右 大 腿部 の 最大 幅 を示 す 位

置 に お ける両腿を 含む 周径 と横径 （以下 ， 両 腿囲お よ び

両腿最大横径 と記す）で あ る．No．15 は ，ウ エ ス ト ラ

イ γ か ら床面 まで の 前正中線に 沿 っ た 長 さ，
No ，16 は

ウ エ ス ト ラ イ ン か ら ヒ ッ ブ ラ イ γ を経て 床面まで の 後正

中線に 沿 っ た 長さで ある，また，No ．14 と No ．17 は ，

側面か らみ て ウ エ ス トラ イ ン を 2 等分す る点か ら ヒ ッ ブ

ラ ィ ン を経 て床面 ま で の 垂直距離と体表に 沿 っ た 長さで

ある．

　 こ の 集団の ウ エ ス トラ イ ソ の 位置 は，前 ・篌 ・脇ほ ぼ

同 じ高さを示 した ．

　（3）解析方法

　身体計測値の み の 因子分析
S，

で は，「床面か ら ウ エ ス

トラ イ ン まで の 高さ ・
長 さ」， 「正 面 お よ び側面か らみ た

大きさ」，「下半身の 周 径の 大 きさ」 を表す 3 因子が抽出

された ．しか し，
こ れ らの 因子か ら下半身形態の 解釈は

難 しい た め ， 縦 断 形態を表す 項 目 と して，胴部 ・腹部 ・

腰部 ・大腿 部に お け る各部位間 の 差 お よ び前 ・後 ・脇に

お け る床面か ら ウ エ ス ト ラ イ ン ま で の 体表に 沿 っ た 長 さ

と高さの 差，横断形態を表す項 目と し て 横矢示数を取 り

上げて ， 解析した．

　高 ・
長径項 目を 除 く且1身体計測値に ，17計算項 目 を

加 えた計28 項 目に つ い て 因子分析を 行い，Varimax 回

転 を施 して 抽出 され た 8 因 子
S）

に 対 して 各個人 の 因子得

点 を 求め ，こ れ ら の 得点 を デ ータ と し て ク ラ ス タ
ー分 析

を行 っ た．

　
一

般に ，形態を類型化す る場合 に は 「大 きさ」 の 因子

を除 い て 解析が 行わ れ て い る が ， 身体各 部 の パ ラ ソ ス あ
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表 2．身体計測値 ・
各計測値間の 差 の 値お よ び

　　　横矢示数の 平均値 ・標準偏差

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（cm ）

　 　

側 面

腰腹

FAI 　ド半身全体の 大 きさ

の 厚 さ

No ． 項 目
一
3 S．D ．

囲

囲

囲

囲

　

　

　

腿

胴

腹

腰

両

19

陶
004

・

62，0且

82．1789
．55go

．06

3．634

．864

．094
．51

　 　

胴 部

　 　 　 　 　

　 腰 部 と
‘

胴部 の 差

5　 　 胴 部 横 径

6　 腹 部 横 径

7　 腰 部 横 径

8　　両 腿 最大横 径

20．1728

，2330

．5931

．49

L　ca1

．621

，90

且，76

師 の 差

　 FA 　5

床 面か ら ウ エ ス ト ラ イ ン 圭て の

体表 に 沿った 長さ と垂直 距離 の 差

図 1．因子得点に よ る下半身形態 の 表 し方

9　　胴部 の 厚 さ

10　　腹 部の 厚 さ

tl　 腰部 の 厚 さ

14．7619

．142Ll2

弱

関

n

−

且

9白

12 　 前 ウ エ ス トの 高 さ

13　 後 ウ エ ス トの 高 さ

14　 　右 脇 ウ エ ス トの 高 さ

96．4996

．2796

．64

3．　803

．863

．82

15　 　前 　 床 　 丈

16　　後　床　丈

且7　 　 右 脇 床 丈

97，3897

．6298

．83

3．803

．　833
，84

18　　（3）一（1）

19　　　（2）一（D
20　　　　（3）一（2）

21　　（4）一（3）

27．5420

．且67
，380

．51

2．833

．102

．912

．44

22　　　　（7）一（5）

23　　　（6）一（5）

24　　　（7）
一

（6）

25　　　（8）一（7）

10，428

．062

．360
，90

1．53

且．271

．13

且．oo

26　　　（1覧）
一（9）

27　　　（10）一（9）

28　　　　（11）一（且0）

6．364

．38

且．98

且．541

，3且

Loo

29　　　　（亶5）一（12）

30　　　　（16）一（夏3）

3L　　（17）一（14）

0．89k

．352

．19

0，500

．540

．62

32　　　（9）ノ（5）× 且00

33　　　（10）／（6）x100

34　　　　（11）／（7）x100

73．2267

．8169

．00

5，且95

．044

．41

る い は 寸法 差 が 同 じ で も，視覚に は 「身 体 の 大 きさ」 に

よ る違 い を 感 じる こ と を考慮して，「身体の 大 きさ」 に

よ る形態の 特徴を と らえ る た め に，「大ぎさ」 の 因子を

含め て 解析した，

　 ク ラ ス タ
ー分 析に は い くつ か の 手法 が あ る が ， そ の 中

か ら ，
ク ラ ス タ

ー数 の 比 較的 少な い 段 階 で ク ラ ス タ
ーの

大 きさに か た よ りが 少な く， 各階層に お い て ク ラ ス タ
ー

内の 変動を小さくす る Ward 法，各段 階に お い て ク ラ ス

タ
ー
間 の 変動を大き く， ク ラ ス タ

ー
内の 変動を 小 さ くす

る よ うに分割する k−means 法を取り上げた．

　出現 す る 形態は ，各 ク ラ ス タ
ーの 各 因 子 に お ける 因子

得点 と，各因子 に お い て 因子負荷量 の 大 きい 項 目の 身体

寸 法 か ら検討 した．形態の 評価 は ， 図 1に 示 す よ うに 第

童因 子 か ら第 8 因 子 に つ い て ，各 ク ラ ス タ ーご とに 因子

得点 の 平均値を パ タ ーソ 化 した ．因子得点 は，因 子 ご と

に 平均 0，分散 1 に 基準化 して い る．

　ク ラ ス タ
ー

数に つ い て は，大村 らが 肩部 ・頸部形態の

類型化に お い て 指摘1） して い る よ うに ，Ward 法 で は ク

ラ ス タ
ーが 融合 され る こ とに よ っ て 形態 の 特徴が 埋 没 し

て し ま う傾 向 が み られ るた め ，ク ラ ス タ
ー
数 を順 次 増 し

て 出 現す る形 態を 追跡 した．そ の 結果，8 因子の 特徴 を

表 し，しか も両手法に お い て 類似 した パ タ
ーン が 示 され

た，Ward 法 に よ る 13分類を取 り上 げた．　 k一皿 eans 法

で は ク ラ ス タ ー
数 18 に 相当す るが

， そ の う ち 6 ク ラ ス

タ
ー

に つ い て は 出現率 が 亘％以 下 を 示 した の で 除外 して

検討した，

　因子分析
・ク ラ ス タ

ー分析の 計算は，統計処理 パ ッ ケ

ー
ジ SAS を用 い て 行 っ た．

　3．　　結果お よ び 考察

　（D 因子 の 解釈

　因于分析後，固有値 が 1 以上 を示 した 8 因子に つ い て

因子の 解釈を 容易 に す るた め に Varimax 回 転を行い ，

各因子｝こお い て 因子負荷th ：O，5以上 を示 した 項 目 と，

その 固有値お よ び寄与率 を表 3 に 示す．
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表 3．各因子の 因子負荷量 0．5以上 の 項目， 固有値お よ び 寄与翠

因　子 項 目 因 子 負 荷量 　　固有値 寄与率（％）

第 且因子

胴　　　囲

腹 　 　 　囲

腰 　　　囲

両　腿　囲

胴 部 横 径

腹 部 横 径

腰 部 横 径

両腿 最大 横径

胴部の 厚 さ

腹 部 の 厚 さ

腰 部の 厚 さ

o

0，8480

．7940

．8670
，7460

．8250

，8290

．7620
，7990

．6770

，6190
．575

9．408 23．89

　　　　　 腹部の 厚さ

　 　 　 　 　 腰 部 の 厚 さ

　　　　　 腰部の 厚 さ
一
胴部の 厚さ

第 2 因 子
　 　 　 　 　 腹 部 の 厚 さ一胴 部 の 厚 さ

　　　　　 腹 部 横矢示 数

　 　 　 　 　 腰 部 横 矢 示 数

0，6660

．6020
．6490

，7260

．8590

，796

3．886 12．86

　　　　　 腰　囲
一

胴　囲

　 　 　 　 　 腹 　 囲一胴 　 囲

第 3 因子
　　　　　 腰 部横径一胴部横径

　　　　　 腹部横径一胴部横径

0，7230

，7020

，7370

，890

3，430 12．47

第 4 因子 腰　 囲一腹 　囲

腰 部横径一腹部横径

0，8340

．820

2．183 9．43

　　　　　 前 床 丈 一前 ウ エ ス トの 高 さ

第 5 因 子 　 後床 丈 一後 ウ エ ス ト の 高 さ

　 　 　 　 　 脇 床 丈 一脇 ウ エ ス トの 高 さ

0，7070

，6540

，796

1．957 8．45

　　　　　 両 　腿　囲

第 6因 子 　 両 腿 囲 一
腰 　囲

　 　 　 　 　 両 褪 最 大 横 径 一腰 部 横 径

0，5530

．8450

．850

1．692 8．07

第 7 因子 胴 部 の 厚 さ

胴部横 矢示 数

O．6120

，973

1，187 フ．05

第 8 因 子 　　腰 部 の 厚 さ
一
腹部 の 厚 さ 0．912 1，150 6．68

　第 1 因子は ウ ＝ ス トラ イ ソ か ら大腿部へ か けて の 「下

半身 全体の 大 きさ」，第 2 因子 は厚 さ と横矢示数に 負荷

して ， 横径に 負荷 して い な い こ とか ら 「腹部 ・腰 部 の 厚

さ」 と解釈 され る。第 3〜6 因子は 「脇線の 弯曲」 に 関

係す る 項 目が 大きい 因 子負荷量 を示 し，第 3因子は 「腰

部か ら胴部へ か け て の く び れ 具 合」，第 4 因子 は 「腹部

と腰部の 差」， 第 5因 子は 「床面か ら ウ ニ ス トラ イ ン ま

で の 垂直距離 と体表に 沿 っ た 長さの 差」，第6 因子は 「腰

部 と大腿部の 関係」 を表す因 子 と解釈 される．第 7 因子

は 第 2 因子 と同 様な 解釈 か ら 「胴 部 の 長 さ」 と考え られ

る，第 8因 子 は 「側面か らみ た 腹部 と腰部の 差」 すなわ

ち 「腰 ・腹部 の 形状」 を表す因子 と解釈 され る．

　 （2）出現 す る 形態

　Ward 法 に おけ る デ ン ド ロ グ ラ ム お よ び ク ラ ス タ ー数

（1198）
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Name 　 of 　 obser Ψ atio 費

糞・，・7Uo

．D6

詈o．05
詩o．04
虚

0．03
萼o．02

韓。．。1

勇 ・

ト
ー

〔3〕
一

十（lm十av−f− 〔1  十 〔5叶 〔9｝＋〔2）1− （6｝
一
＋ 〔7｝十 伽

一
ト
ー

［8｝
一

十
一

C4｝
一・一

＋ 〔IH

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Name 　 of 　 elvster

　　　　　　　図 2−LWard 法に よ る デ ソ ドv グ ラム （n ＝　229）

｛3）　a3）　〔ID’Oo）　（5｝　（9）　（2〕　（6）　〔7）　aの　｛8）　〔4）　（V
　 　 　 　 　 　 　 　 ク ラ ス ター

図 2−2．ク ラス ター数 13 か らの 融合過程

13 か らの 融合過程 を 図 2一且，2 に ， そ の パ タ ーン を ウ エ ス

ト ラ イ ン か ら大腿部へ か けて の 「下半身全体の 大 きさ」

を 表す第 1因 子 の 因子得点の 大 き さの 順 に，図 3 に 出現

率 と と もに 示す．比較の た め に k−means 法で 出現 し た

パ タ ーン を 示 して い る、また ， 因子負荷量 の 大 きい 項 目

の 身体寸法を ， 表 4−1， 2に 示す．各因子 に お け る因 子得

点が ± O．7 以上を示 した項目を 太 い 実練と破線 ， ±O．　5〜

O．7 の 範囲を 細 い 実線 と破練 で 囲ん で い る．

　図 2一且，2 に 示 して い る よ うに ，
ク ラ ス タ ー数 10 ま で

は 漸次 ク ラ ス タ
ーが 融合 され て い る が ，

ク ラ ス タ
ー
数　10，

11 に お い て 第 1 因于 の 大 きめ な ク ラ ス タ
ー（6） と （13）

が そ れ ぞ れ形成され ，
ク ラ ス タ

ー数 12 で は 第 1因子 の

小 さい ク ラ ス タ ー （2） と （9），
ク ラス タ ー数　13で は両

手法に お い て 高 い 出現 率を示す ク ラ ス タ ー （1）と （4）

が分離して い る．また ， ク ラ ス タ ー数 9 で は第 1因子の

小 さい ク ラ ス タ
ー

（2，9） と大きい ク ラ ス タ ー （5）が融

合 し て い る こ とか ら， そ れ 以 下の ク ラ ス タ ー数 で は ウ S

ス トラ イ ソ か ら大腿部 へ か けて の 「下半 身 全体 の 大 き

さ」 の 異な る人 が 混在 して，一つ の ク ラ ス タ ーを 形成 し

て い る こ とが うか が え る．以上 の こ とか ら，ク ラ ス タ
ー

数 13まで を取 り上げて，出現す る 形態 を検討し た ．

　また ，表 4−1，2 に 示 し て い る よ うに 周径項 目の 寸法を

み る と， 因子得点が ± 0．5 の 範囲に 含 まれ る 7 ク ラ ス タ

ーは ウ エ ス ト ラ イ γ か ら大腿部へ か け て の 下半身全体 の

大 きさが 平均的な グ ル ープ，＋O．　7 以 上 の 2 ク ラ ス タ
ー

は 大 きい グ ル ープ ，

− 0．7 以 下 の 2 ク ラ ス タ
ーは 小 さい

グ ル ープ と判断 され る が，±0．5〜O．7 の 範囲 に つ い て

は ク ラ ス タ ー（8） は 平均的な グ ル ープ，ク ラ ス タ
ー（6）

は 大きい グル ープに 近 い 値 を 示 し て い る た め ，そ れ ぞ れ

の グル ープに 含め て形態を比較 した．

　第 1因子の 大 きさの 順 に 形態 を 比較す る と ， 「下半身

全体 の 大き さ」 を示す第 1因子の 小 さい ク ラ ス タ ー （2），

（9） は ， 第 3 因 子 が 大 きい こ とか ら，腰 部 か ら胴部へ か

けて の 脇線 の くび れ 具 合の 大 きい 形 態 と み な さ れ る．表

4−1 に 示 した 身体寸法か ら も他の ク ラ ス タ ーと比 べ て，

周 径項 目，と くに 胴囲寸法 が 小 さ く，（腰部横径
一

胴部

横径）・（腹部横径
一
胴部横径）が 大 きい 値を 示 す 傾向が

み られ る．さ らに ，ク ラ ス タ
ー

（9） は第 5 ・8 因子 が 大

きい こ とか ら，（前床丈
一前ウ エ ス ト ラ イ ン の 高 さ）・

（腰部の 厚 さ一腹部の 厚さ） が 大 き い 値を 示す傾向が み

られ，下半身の 凹凸 の 著 しい 形態 と考え られ る．こ れに

対 して ，
ク ラ ス タ ー （2） は k−・means 法 で は 出現 しな か

っ た 形態で あ る が ， 「胴部 の 厚 さ」を表す第 7 因 子 が 大

きく，（腰部の 厚 さ一腹部の厚さ）を表す第 8 因 子 が 小

さ い こ とか ら，正 面か ら み る と胴が くびれ て い るが ， 側

面 か らみ る と身体の 凹凸が少ない 形態 とみ な され る．

　第1 因子 の や や小 さめ な ク ラ ス タ ー （8） は第 3 ・8 因

子 が 小さく， （両 腿最大横径一腰 部 横径） で 代表 さ れ る

第 6 因子が 大きい こ とか ら，腰部か ら胴部へ か け て の 脇
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図 3．因子得点 に よ る下半身形態 の パ タ ーソ 化 （ク ラス

　　　ターtt　13）
− Ward 法，・・…・　k−mcans 法．下の 数 字は 出現 率を

％ で 表 した もの であ る。（ ）内は k−means 法

線の くびれ 具合が少な く，ヒ Ptブ ラ ィ ン よ り下方 の 大腿

部 の 大 きい 形態 とみ な される．
，
上 述 の 2 ク ラ ス タ

ーと比

べ て，腰 囲 に 対 して 胴囲寸法の 大 き い 傾向が み られ る．

　 ク ラ ス タ
ー

（4）， （3）は 「厚 さ」 に 関係す る 因子 に 特

後がみ られ，出現 率の 高い 形態 で あ る．ク ラ ス タ ー （4）

は 「腹部 ・腰 部の 厚 さ」 を表す 第 2 因 子 が 小さ く，第 5

70

因 子 も小 さ い こ とか ら．腹部 ・腰 部 の 偏 平 な 形態，ク ラ

ス タ
ー

（3） は第2 因子が 大きく第 7因 子が小 さ い こ と

か ら， 各部位 の 平均的な横断形態に 比ぺ て 胴部は 偏平で

腹部 ・腰部に 厚み の あ る形態 とみ な され る．

　ク ラス ター （7）は第6 因子が小さく，（両腿最大横径

一腰部横径）が負の 値を示 して い る こ とか ら，両 腿 の 最

大幅が ヒ ッ ブ ラ イ ン よ り小 さい 形態とみ な され る．ク ラ

ス タ
ー（D は 第 3 ・6因子が 大きく第 5 因子が小 さい こ

とか ら，正 面か らみ る と腹部か ら腰部へ か けて の 脇線が

くび れ大 腿部が大きく，（前床丈
一
前 ウ エ ス トラ イ ン の

高さ）が小さい 値を示 して い る こ とか ら， 側面か らみ る

と腹部の ふ くらみ の 少な い 形態 とみ な され る．

　ク ラ ス ター （11）， （10）は第 4 因子が 大 き く，腹部 と

腰 部 の 差 の 大きい 形態とみ な される が，胴囲 ・腰囲 に 対

し て 腹囲寸法 が小 さい 傾 向 が み られ る．ク ラ ス タ
ー

（H ）

は 第 8因 子が 大 き く第 2 ・3 ・6 ・7 因子 が 小 さ い こ と か

ら， 胴部 ・腹部 ・腰部が偏平 で 腹部の 小 さ い 形態，ク ラ

ス タ
ー （10）は第 2 因子 が 大きい こ とか ら腹部 ・腰部に

厚み が あ り，正 面か らみ て 腹部 と腰部の 差 の 大 きい 形態

とみ な され る．

　 ク ラ ス タ ー
（12） は第 2 ・7 因 子 が大きく，第 3 ・4 因

子が小 さい こ とか ら， ずん 胴 で 胴 部 ・腹部 ・腰部に 厚み

の あ る形態とみ な され，腹囲 ・腰囲に 対 し て 胴囲寸法 の

大 きい 傾 向が み られ る．

　第 1因子 の やや 大 き め な ク ラ ス タ
ー

（6）は 第 2 ・4 ・

6 ・8 因 子が 小さい こ とか ら，全体に 腹部 と腰部の 差 の 少

な い 形 態 とみ な さ れ，（腰部横径
一

腹部横径）
・
（腰 部 の

厚さ一腹部の 厚 さ） が小 さな 値を 示 し，腰 囲に 対 して腹

囲寸法の 大きい 傾向が み られる．

　第 1因 子 の 大 きい ク ラ ス タ
ー

（5），（且3） は，他 の ク ラ

ス タ ーと比ぺ て 周径項 目が 大きい 値を示 し，こ れ ら の ク

ラ ス タ
ー

は 第 8 因子 に 特徴がみ られ る．ク ラ ス タ ー （5）

は，第 3・5 ・6 因子が 大きく第 8 因子が 小さ い こ とか ら，

正面か らみ る と大腿部が大き く腰部 か ら胴部へ か け て の

脇線 の くびれ具合が大 きい が，側面か らみ る と殿部の 平

らな形態とみ な される．こ れに 対 して ク ラ ス タ
ー

（13）

は，第8 因子が大 きい こ とか ら， 殿部の 突き出した形態

とみ なされ る．

　以上 ， 因子得点 を もとに 28項 目の もつ 情報 を 8 因子

に 要約 した か た ちで，k−・mcans 法と対比 しなが ら Ward

法に よ る ク ラ ス タ ー数 13 に 分類 し た 結果，ウ エ ス ト ヲ

イ ソ か ら大腿部へ か けて の 「下半身全体の 大きさ」， 「縦

断形態」，「横断形態」 が考慮 された ク ラ ス タ ーを得 る こ

とが で きた．こ れ らの ク ラ ス タ
ー

の 示す身体寸法 は，身
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体形態 とス カ
ー

トの シ ル エ
ッ トとの 関係を とらえ るた め

の 基礎資料 と して ，役立 つ もの と思わ れ る．

　 （3） ス カ ート設計お よび 着装評価 へ の 応用

　 出現 した 形 態を も とに ，
ス カ ー

ト設計お よ び 着装評価

に 対 して 考慮すぺ き点に つ い て 考察す る と， 既製服で は

フ ィ ッ ト性を 必 要 と しな い ス カートに つ い て は ウ エ ス F

（胴囲寸法）がサ イ ズ 表示 に 取 り上 げられ て い る が， こ

の 胴 囲 寸法 の ほ ぼ等 しい ク ラ ス タ
ー

（1），（3），（4），（7），

（8）， （10）， （11） を比較す る と， 各部位間あるい は身体

横径 と厚 さ の バ ラ ン ス が 異なる た め，同一サ イ ズ の ス カ

ートを着用 した 場合，イ メ ージが異な る こ とが推察 され

る，ク ラ ス タ
ー

（1） と   で は ， 腰囲寸法に 4．97  

（胴 囲 寸法に 対 して 8．17％）差が あ る こ とか ら，当然 シ

ル エ ッ トに 影響を 及ぼ す こ とが 予想 され る，

　 タ イ トス カ
ー

トや セ ミ タ イ トス カ
ー

トの よ うに ウ エ ス

トラ イ ン か ら ヒ ッ プ ラ イ ン に か け て フ ィ ッ ト した ス カー

トの 場合に は ， 製作時 あ る い は既製服 の 選択時に胴囲
・

腰 囲寸法が取り上げ られて い るが，こ れらの 等 しい ク ラ

ス タ ー（3） と （11） を比較す る と，腹 囲 寸法 に 5．74cm

（胴 囲 に 対 して 9．37％） の 差 がみ られ る こ とか ら，適合

度 の よ い ス カ
ー

ト設計 を行 うた め に は，ダー
ツ と の 関係

も考 え られ る が，ウ エ ス トラ イ ン か ら ヒ ッ ブ ラ ィ ン へ か

けて の 脇線の 弯曲に つ い て も検討す る こ とが 必要 と思わ

れ る．

　 し た が っ て ，佐藤らが腰部形態と フ レ ア
ー効果に お い

て 指摘
帥

して い る よ うに ，身体形態 とス カ
ー

ト着用時の

シ ル エ
ッ ト との 関係をとらえる た め に は ， ウ エ ス トラ イ

ン と ヒ ッ プ ラ イ ソ と の 間で 計測 箇所 を加 え る こ とが，フ

レ ア ース カ ート以外に お い て も重要な こ とと考 えられ る．

　 また ，
ヒ ッ プ ラ イ ソ よ り下方 の 大腿部 は，ク ラ ス タ ー

（7） を除 い て 左 ・右大 腿部 に おい て 最大 幅 は ヒ ヅ ブ ラ イ

ソ と同 しか ，ある い は それ以上を 示す傾向が み られ るた

め，両脚 に フ ィ ッ トした デザ イ ン の ス カ
ー

トで は ， 大腿

部 の 形状 に 注 目す る こ と も必 要 と思わ れ る．

　
一

般に ，衣服着用時の シ ル エ
ッ トをとらえる場合 に は ，

正面 か ら判断 され る こ とが 多い が ， 側面か ら と らえ る こ

と も重 要 と考 え られ る、周 径 項 目の 大 きさがほ ぼ等 し く，

第 8 因子 に 顕著な差 の み られ た ク ラ ス タ ー
（9） と （2），

（3）と （11），（5）と （13）を比較す る と，（腰部の 厚さ

一腹部 の 厚 さ）に そ れ ぞれ L32 　cm ，　 L　49　cm
，
2．92  

差が あ る こ とか ら，姿勢も関係 す る と思わ れ るが 「側面

か らみ た 腰 ・腹部の 形状」 が 異な る こ とが推察 される．

　以 上 の よ うに 周径項目の 大きさが 等 し くて も，ウ エ ス

トラ イ γ か ら大腿部へ か けて の 正面 お よ び 側面か らみ た

形態に は 違い が ある こ とが 推測 され る た め ，身体 の 大 ぎ

さ と同時 に形態を考慮して，ス カート着用時 の シ ル エ
ッ

ト をとらえ る こ とが必 要 と考 え られ る．

　 ま た，本 報の 資料は 若年女子 を対象に し た もの で あ る

が，下半身形態 は 年齢 と と もに 変化 して い く傾向が み ら

れ る 10）’13，，そ の た め，年齢 に よる身体形態 の 特徴 を と

らえ類型化 を行うこ と も，そ れぞれ の 身体形態に ふ さわ

しい 衣 服設計 あ るい は 衣 服 の 選択 を 行 うた め に 必要な こ

と と思わ れ る．

　 5． 要　 豹

　 ス カ ート着用 時の シ ル エ
ヅ トを客観的 に 評 価す るた め

の 基礎資料を 得 る 目的で ，！8〜20歳 の 女子 短大生 229 名

を対象に ，
ウ エ ス ト ラ イ ソ よ り下方 の 身体計測 を行い

，
，

胴部か ら大腿部 へ か けて の 周径 ・横径 ・厚 さ項 目に ， 縦

断形態に 関係す る各部位間の 差お よび 床面か ら ウ エ ス ト

ラ イ ン まで の 垂直距誰と体表 に 沿 っ た 長 さの 差，横断 形

態に 関係す る横矢示数を取 り上げて ， 因子分析 ・ク ラ ス

タ ー分析 を適用 し て，下半身形態 の 類型化を 試み た ，

　 そ の 結果，28 項 目の もつ 情報を ウ エ ス ト ラ イ ン か ら大

腿部へ か け て の 「下半身全体 の 大 き さ」，「下 半 身 の 厚

さ」，「脇線の 弯曲」，お よび 「側面か ら み た 腰 ・腹部の

形状」 に 関係す る 8 因子 に 要約 した か た ち で，因子得点

をもとに k−mcans 法 と対比 しなが ら Ward 法を用い て ，

ク ラ ス タ
ー
数 13 に 分類 し た ，そ の う ち，ウ エ ス ト ラ イ

ン か ら大腿部 へ か けて の 「下半身全体 の 大きさ」が小 さ

い 人に つ い て は 2 ク ラ ス タ
ー

， ほ ぼ平均的な 人に つ い て

は 8 ク ラ ス タ ー 大 ぎい 人に つ い て は 3 ク ラ ス タ ーが 得

ら れ た ，こ れ ら の ク ラ ス タ ーか ら得 られ た 身体寸 法は ，

胴 囲 と腰 囲 ま た は そ の どち らか の 寸法 が ほ ぼ 等 し い 場 合

で も， 各部位間ある い は 横径 と厚 さの バ ラ ン ス が異なる

こ とが示 さ れ，ウ エ ス ト ラ イ ソ か ら大 腿部 へ か け て の 下

半身の 大きさ と形態を考慮 し て，ス カ ート着用 時の シ ル

エ
ッ トを と らえ る た め の 基礎資料を得る こ とがで きた．

　終わ りに ， 本研究を 行 うに あた り有益 な ご助言を賜 り

ま した 広島大学工 学 部長町三 生教 授 ， 奈 良女 子大学丹羽

雅子 教授に 深 く感謝い た し ます．また，身体計測 に ご 協

力 くだ さい ま した比 治 山 女 子 短 期大 学 兼 田照 子教 授に 厚

くお 礼申 し上 げ ます．
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